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Ⅰ．はじめに

今日、女性の社会参加の増加、少子高齢化や家庭の養育機能の希薄化などにより、保育への

期待が高まっている。また、保育士資格が名称独占資格として法定化され、４年が経過した。

保育士養成校に、保育士の専門性に関する教育を行い、多様化した保育需要に対応し得る効果

的な指導の方法を構築し、これを質的にも充実させることが求められるようになった。このこ

とは、新たに参入した養成校のみならず、全養成校共通の課題である。

このような現状の中で、保育実習は全教科の総合的知識・技能と実践応用力が必要とされる

ので、実習の事前指導の充実・強化や実習施設の多大な協力・指導と共に、実習施設・養成校・

実習生の緊密な連携が求められている。そして、学生自らが学んだ理論・知識を実践で確かめ、

理論と実践の相互関係を体験によって気づける重要な機会に実習をしていく必要がある。その

気づきを促すひとつの素材として実習記録が上げられる。現在、保育実習で使用する記録の内

容・様式については、全国の各養成校においてまちまちであり、実習指導担当者に委ねられて

いるのが現状である。

Ⅱ．研究の目的

本学、短期大学部保育学科が、今年４月に開設され、実習指導担当者として、本学科の教育

目的及び内容を把握しつつ、新たな実習指導・記録の作成等を検討していた。その過程におい

て全国保育士養成協議会専門委員会より、「保育実習指導のミニマムスタンダード試案」が提案

された。そこで、それらも参考にしながら、実習記録として本学独自の創意工夫をし、保育所・

施設と大学で連携活用できる実習に必要な記録一式の作成を試みた。

本研究の目的は、第一に実習の意義と目的を明らかにし、実習記録の基本的な考え方を検討

することである。第二に、それに基づき記録様式を作成し、その成果を明らかにすることを目

的とする。さらにこれを用いて、事前・事後指導、事前訪問、実習、評価等の実習過程で活用

し、実習実施後は、実習目的、内容・方法と合わせて実習生、保育者の意見を参考に様式の修

正を行い、今後の実習指導及び実習に活かす予定である。なお、実習記録と合わせて実習の手

引きの作成を行っているが、本研究では、実習記録の作成のみを報告する。
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Ⅲ．研究の方法

研究期間：2005年４月１日～９月30日

方法：これまでに経験した実習指導の評価・反省・考察と、実践現場での聞き取りおよび文献

研究から総合的考察をして（文献１～12）記録の考え方を検討し、各記録の内容・様式の作成

を試みた。

Ⅳ．研究の結果と討論

１．記録作成の意義

実習では、実習の意義と目的をふまえ「目標」が設定される。さらにそれに基づいて総体的

な「実習の考え方」が明確にされ、実習の段階を追って、「ねらい」、「内容」が設定されること

が望ましい。実習の「目標」、「ねらい」，「内容」は、保育実習（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）の中で具現化さ

れるように指導することが望まれるが、その際、実習記録は「目的」を具現化するための手段

でもあり、現れでもある。言い換えると、各々の実習生は実習記録でそれぞれの目標と体験を

明らかにし、その客観化された記述から再び学ぶことになる。実習指導では、この記録をより

適切に活用できるように指導を行う必要がある。そのために、本研究では、保育実習の総合的

な考え方に基づき、段階別・種別（保育実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）の「実習の目標と内容」に即した記

録を作成することを試みた。

２．保育実習の意義と目的

記録を作成するにあたって、まず、保育実習の意義と目的、方法を明確にすると次のように

なる。

�保育実習の意義

保育士の職務は、児童の心身の発達や育児支援に直接関わるという重要な仕事であり、重い

責任を負っている。したがって、その責任を果たすためには、児童の心身の発達に関する諸理

論及び福祉・支援論と、それらを具体化していける専門的・実践的な知識や技術を修得してお

かなければならない。保育実習は、その修得した教科全体の知識・技術を基礎とし、実習の体

験をとおして、行動の意味づけを追求し、実践と理論の関係を学び、さらには自分自身の児童

観、保育観、福祉観の形成といったものに結びつけることや、あるいは自らの理論や知識の不

十分さ、学習不足を認識し、今後の学習や研究の課題を明確化させるところにその意義がある

（保育士養成講座編纂委員会2005）。

�保育実習の目的

次に、保育実習の目的は、次のようにまとめることができる。

①利用者についての理解、②児童福祉施設についての理解、③保育士の職務と役割の理解④

実践を通した養護・保育（ケア）技術の修得、⑤保育者としての自己理解・自己洞察及び新た

な学習課題の発見と卒業後の進路選択の資料の獲得、⑥保育者としての自分自身の児童観・保

育観・福祉観の形成等、体験を通して主体的に学習することが必要となる（保育士養成講座編

纂委員会2005）。

�保育実習の履修方法

保育実習は、保育実習実施基準（平成15〔2003〕年12月９日厚生労働省雇用均等・児童家庭
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局長通知）によると、「保育実習（５単位、うち、保育所・施設実習合わせて４単位、事前・事

後指導１単位を含む）」が必須、「保育実習Ⅱ（２単位）」、「保育実習Ⅲ（２単位）」はどちらか

１つが選択必須である（表１）。

３．保育実習と記録作成の基本的考え方

前述の保育実習の意義と目的、方法を踏まえ、実習指導の基本的な考え方を実習の段階別、

種別に示すと、具体的なねらい・目標及び内容は次の通りである。これらを記録作成の基本的

考え方とする。

�事前・事後指導の考え方

厚生労働省から2003（平成15）年12月９日付で通知された「指定保育士養成施設の指定及び

運営の基準について」によると、「保育実習（保育所・施設を含む）」［本学の表記では、保育実

習１A（保育所）、保育実習１B（施設）としている。以下、保育実習Ⅰとする。］及び「保育実

習指導」（１単位）の「ねらい・目標」及び「内容」は次のようにまとめることができる。（社

団法人全国保育士養成協議会専門委員会2005）

「保育実習Ⅰ（保育所・施設を含む）」（合わせて４単位）の「ねらい・目標」

〈ねらい・目標〉

①児童福祉施設の内容、機能等を実践現場での体験を通して理解させる。

②既習の教科全体の知識・技能を基礎とし、これらを総合的に実践する応用力を養う。

③保育士としての職業倫理と子どもの最善の利益の具体化について学ばせる。

「保育実習指導（事前・事後指導）」（１単位）の「ねらい・目標」と「内容」

〈ねらい・目標〉

保育実習を円滑に進めていくための知識・技術を習得し、学習内容・課題を明確化すると

ともに、実習体験を深化させる。

〈内容〉

①事前指導として学内において講義や視聴覚学習などを用いた演習を行い、また実習施設

において見学・オリエンテーション等を行う。とりあげる内容は次の通りである。

１）保育実習の意義・目的・内容の理解。

２）保育実習の方法の理解。

３）実習の心構えの理解。特に個人のプライバシーの保護と守秘義務、子どもの人権尊

重についての理解。

実習種別 履修方法 実習施設※

単位数 施設におけるおおむねの実習日数

保育実習（必修科目）
保育実習Ⅱ（選択必修科目）
保育実習Ⅲ（選択必修科目）

５単位
２
２

20日
10日
10日

（Ａ）
（Ｂ）
（Ｃ）

表１ 保育実習履修の方法（平成15〔2003〕年12月９日厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知による）

※実習施設の種別は、次によるものであること。
（Ａ）…保育所及び乳児院、母子生活支援施設、児童養護施設、知的障害児施設、盲ろうあ児施設、肢体不自由児施

設、重症心身障害児施設、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設、知的障害者更生施設（入所）、知的障
害者授産施設（入所）、児童相談所一時保護施設又は独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

（Ｂ）…保育所
（Ｃ）…児童厚生施設又は知的障害児通園施設その他社会福祉関係諸法令の規定に基づき設置されている施設であっ

て保育実習を行う施設として適当と認められるもの（保育所は除く）。
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４）実習課題の明確化。

５）実習記録の意義・方法の理解。

６）実習施設の理解

②実習中に巡回指導を行い、実習施設の実習指導担当者との連携のもとに、実習生へのスー

パービジョンを行う。

③実習終了後に、事後指導として実習総括・評価を行い、新たな学習目標を明確化させる。

事前・事後指導の基本的な課題としては、①学生に事前・事後指導の具体的内容を的確に理

解させること、②学生の主体的な学習を次の学習に連動・継続させること、③個別的な指導も

視野に入れた事前・事後指導であること、④「保育実習Ⅱ」「保育実習Ⅲ」の事前・事後指導に

も共通すること、⑤養成校と実習施設との連携を意識することである（社団法人全国保育士養

成協議会専門委員会2005）。

�「保育実習Ⅰ（保育所）」・「保育実習Ⅱ」の考え方

「保育実習Ⅰ（保育所）」と「保育実習Ⅱ」の共通項は、実習生が保育所で日々営まれる保育、

いわゆる通常保育と呼ばれる活動に参加することである。「保育実習Ⅰ（保育所）」は、保育所

で生活を営む乳幼児への理解と保育所の機能やそこで働く保育士の職務について学ぶことをね

らいとしているが、「保育実習Ⅱ」では、それを踏まえたうえで、実習経験の集大成である指導

実習を行う。さらに、家庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対する理解、

判断力を養い、子育てを支援するために必要な能力を養うところまでの水準が求められている。

「保育実習Ⅰ（保育所）」・「保育実習Ⅱ」の「ねらい・目標」と「内容」をまとめると次のよ

うになる。（社団法人全国保育士養成協議会専門委員会2005）

「保育実習Ⅰ（保育所）」（２単位）の「ねらい・目標」と「内容」

〈ねらい・目標〉

保育所の生活に参加し、乳幼児への理解を深めるとともに、保育所の機能とそこでの保育

士の職務について学ばせる。

〈内容〉

①実習施設について理解させる。

②保育の一日の流れを理解し、参加させる。

③子どもの観察や関わりを通して乳幼児の発達を理解させる。

④保育計画・指導計画を理解させる。

⑤生活や遊びなどの一部分を担当し、保育技術を習得させる。

⑥職員間の役割分担とチームワークについて理解させる。

⑦記録や保護者とのコミュニケーションなどを通して家庭・地域社会を理解させる。

⑧子どもの最善の利益を具体化する方法について学ばせる。

⑨保育士としての職業倫理を具体的に学ばせる。

��安全及び疾病予防への配慮について理解させる。

「保育実習Ⅱ」（２単位）の「ねらい・目標」と「内容」

〈ねらい・目標〉

①保育所の保育を実際に実践し、保育士として必要な資質・能力・技術を習得させる。

②家庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養う

とともに、子育てを支援するために必要とされる能力を養う。

〈内容〉
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①保育全般に参加し、保育技術を習得させる。

②子どもの個人差について理解し、対応方法を理解させる。特に発達の遅れや生活環境に

ともなう子どものニーズを理解し、その対応について学ばせる。

③指導計画を立案し、実際に実践させる。

④子どもの家族とのコミュニケーションの方法を、具体的に修得させる。

⑤地域社会に対する理解を深め、連携の方法について具体的に学ばせる。

⑥⑦については、「保育実習（保育所）」の⑧⑨に同じ。

⑧保育所の保育士に求められる資質・能力・技術に照らし合わせて、自己の課題を明確化

させる。

�保育実習Ⅰ（施設）・保育実習Ⅲの考え方

「保育実習Ⅰ（施設）」と「保育実習Ⅲ」は、「保育所以外の様々な種別の児童福祉施設、あ

るいは社会福祉施設がその対象となる。「保育実習実施基準」における履修方法（表１）に示さ

れているように、保育実習Ⅰ（施設）では、乳児院、母子生活支援施設をはじめとする住居型

の実習施設での実習となる。さらに「保育実習Ⅲ」では、児童厚生施設をはじめ他の社会福祉

施設諸法令に基づき設置されている施設での実習が含まれ、その実習施設の種別はさらに広範

囲に亘っている。

「保育実習Ⅰ（施設）」・「保育実習Ⅲ」の「ねらい・目標」と「内容」をまとめると次のよう

になる。（社団法人全国保育士養成協議会専門委員会2005）

「保育実習Ⅰ（施設）」（２単位）のねらい・目標と内容

〈ねらい・目標〉

住居型児童福祉施設の生活に参加し、子どもへの理解を深めるとともに、住居型児童福

祉施設等の機能とそこでの保育士の職務について学ばせる。

〈内容〉

①③⑥⑦⑧⑨��については、「保育実習Ⅰ（保育所）」に同じ。

②養護の一日の流れを理解し、参加させる。

④援助計画を理解させる。

⑤生活や援助などの一部を担当し、養護技術を習得させる。

「保育実習Ⅲ」（２単位）のねらい・目標と内容

〈ねらい・目標〉

①児童福祉施設（保育所以外）、その他社会福祉施設の養護を実際に実践し，保育士として

必要な資質・能力・技術を習得させる。

②については「保育実習Ⅱ」に同じ。

〈内容〉

①養護全般に参加し、養護技術を習得させる。

②④⑤については、「保育実習Ⅱ」に同じ。

③援助計画を立案し、実際に実践させる。

⑥⑦については、「保育実習Ⅰ（保育所）」の⑧⑨に同じ。

⑧児童福祉施設等の保育士に求められる資質・能力・技術に照らし合わせて、自己の課題

を明確化させる

以上、記録作成の前提について述べたが、それぞれの目標や内容が反映されるように記録作

成を試みた。
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図１－１ 作成記録様式１・８・９・11
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図１－２ 作成記録様式12・13・16・17
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４．保育実習の段階と記録の種類及び工夫

保育実習は、その目的を達成するため、おおまかに事前指導、見学・観察実習、参加・指導

実習、事後指導に段階的に区分される。各段階を通して作成した記録の様式は21種類に及ぶ。

その一部を図１－１、図１－２に示す。また、各段階ごとに、作成した記録の種類・内容、お

よび工夫について、表２に示す。

各様式内の記入項目は図１－１、１－２を参照のこと。記録の全体的な工夫は次のとおりで

ある。

� 記入日を各記録に示した。

� 実習に関する記録・書類をすべて一覧にして、提出先・期限を明らかにした（図２）。

� 各実習の種類ごとに表紙を作成し、実習後、冊子にして活用しやすくした。

� 全実習の記録用紙を一冊に綴じ込み、実習の記録が他の実習に汎化、応用、発展、深化し、

保育・福祉の実習が相互に関連し合った実習として考察が出来るよう試みた。又、一冊にま

とめることで、実習のすべての用紙を使用目的に応じて選択することのできるよう作成を試

図２ 実習に関する書類について
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みた。

� 事前訪問の準備、実習、評価、まとめ・事後指導等実習の経過を追って、一連の継続順に

用紙を並べた。その都度、実習目的・実習段階」に従って必要な書類が選択できる。

学生が日々の実習を根気よく記録することを通して、実習先で自己の反省・評価を行い、ま

た指導を得て、自己の成長や、保育の実践と理論の統合に果たす記録の役割に自ら気づき、さ

らには、その後の学習の意欲づけや深化に繋げていけることを期待する。

Ⅴ．要約および課題

以上をまとめると、①実習の基本的考え方を明確にし、実習記録の目的を基に実習記録様式

を作成した。②作成上配慮した点は、保育所と施設に併用できる、実習に必要な記録一式を作

成し、かつ実習に有効に活用できるようにすることであった。

作成した記録様式をもとに、実習の意義と各記録の必要性及び記入の仕方について実習指導

を十分に行い、実習生が主体的に実習に取り組み、保育を深めていくことができるようにする

ことが今後の課題である。また「実習の手引き」を完成し、それと合わせて指導をしていくこ

とがより円滑に実習を進めて行くことになるであろう。さらに実習に活かせるカリキュラム構

成を検討し、指導時間の充実も含めた事前・事後指導の強化を図ることも重要である。

Ⅵ．おわりに

今年度４月から本学保育学科が開設された。そして国家資格として保育士資格を得るための

実習教科として「保育実習」、「保育実習Ⅱ」、「保育実習Ⅲ」がある。本学の教科としては「保

育実習指導（保育所・施設）」、「保育実習１A（保育所）」、「保育実習１B（施設）」、「保育実習

Ⅱ」、「保育実習Ⅲ」がありその指導を担当しているが、前期、「実習の手引き」や「記録用紙」

が十分に整わないままであった。勿論、実習の基本である目的、内容、方法、心構え、準備、

教材については事前指導をしたが、具体的な記録用紙の作成とその書き方については未指導で

ある。この半年間、実習の記録様式・手引きの作成と授業とを平行して、心焦りながらも努力

してきた。授業教材の作成の研究として、①今日の保育所・施設の現状に即し、②かつ保育・

養護の基本をおさえて、③学生が活用し易い、実習記録用紙の作成と手引きの作成を研究して

きた。本研究では、前述したようにその一部である「記録様式の作成」のみを報告した。
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